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相手に伝わる英語で自分の考えを表現できる生徒の育成 

１ 研究のねらい 

私は、相手に伝わる英語で自分の考えを表現できる生徒を育成したい。中学校学習指導要領外国語科では、

日常的な話題や社会的な話題について、自分の考えなどを表現したり伝え合ったりすることができる力の育

成が求められている。特に、社会的な話題に関しては、考えたことや感じたこと、その理由などを伝え合う

ことが重視されている。 

しかし、本校の生徒は、日本語であれ

ば自分の考えや意見をもつことができ

るものの、それを英語で表現することに

課題が見られる。単元を通した問いであ

るUnit Questionに対する記述活動にお

いても、自分の考えを書こうとする姿は

見られるが、どのような表現を用いれば

よいか分からず、短い文で終わってしま

ったり、自分の考えが十分に伝わらない

文章になってしまったりすることがあ

る。また、今までの活動では、自分の考

えを英語で表現しようとする中で、辞書

サイトやインターネット上に示された語彙や表現をそのまま用いる生徒も見られた。しかし、その表現を十

分に理解しないまま使用してしまうことで、自分が本当に伝えたい内容とずれた文章になったり、読み手に

意図が伝わりにくくなったりすることがあった。これは、既習の語彙や文法を上手に活用して表現すること

を苦手としており、「伝わること」よりも「英語にすること」自体に意識が向いていたためであると考える。 

実際にUnit1のUnit Question終了後に行ったアンケートでは、「Unit Questionにおいて、読み手に伝

わる意見を書けた」と回答した生徒は、「できた」「どちらかといえばできた」を合わせて 41.1％であり、

全体の半数を下回る結果となった【資料１】。  

また、生徒からは、「どういう文章を書いたらいいのか分からなかった」、「最初の文をどのように書け

ばいいか分からなかった」、「自分の言いたいことを英語にできない」などの記述も多く見られた。 これは、

これまでの指導の中で、書く内容を段階的に整理しながら表現する経験や、他者との交流を通して自分の考

えを広げたり深めたりする経験が十分ではなかったためであると考える。 

そこで、本研究では【手立て１】として、「段階的ライティングによる思考の整理」を行った。自分の意見

を少しずつ整理しながら積み重ねさせることで、まとまった英文が書きやすくなると考えた。 

また、【手立て２】として、「共有タイムによる考えの深化」を行った。他者の記述を読み合い、意見や表

Unit Question において、読み手に伝わる意見を書けた 

【資料１ Unit1終了後のアンケート結果】 
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現を共有することで、自分にはなかった視点や表現を取り入れ

たり、自分の考えを見直したりすることができると考えた。こ

れら二つの手立てによって、Unit2 では相手に伝わる英語で自

分の考えを表現できる生徒の育成を目指した。【資料２】 

 

 

 

 

２ 研究方法 

(1) 対象生徒 名古屋市立東港中学校 第３学年３クラス（118名） 

(2) 実践単元 NEW HORIZON English Course 3 Unit 2 “How do you choose your clothes?” 

(3) 研究の手立て 

実践１ 自分自身の意見を英語で書く練習をしよう！ 

【ねらい】  身近な話題について自分の意見を積み重ね、Unit Questionでまとまった意見を英語で書く 

ことにつなげる。 

【手立て１】 段階的ライティングによる思考の整理 

本単元では、「How do you choose your clothes?」とい

うUnit Questionを設定し、エシカルファッションについて

学習した内容を基に、自分の考えを理由や具体例とともに表

現することを目指した。 

授業の初めにUnit Questionを提示したところ、生徒から

は、「デザインで選ぶ」「値段で選ぶ」「サイズで選ぶ」な

どの意見が出された。一方で、Unit1 終了後のアンケートで

は、「どういう文章を書けばいいか分からない」「質問にど

う答えればよいか分からない」「最初の文をどのように書け

ばよいか分からない」という記述も多く見られた。  

そこで【手立て１】として、Unit Questionに対する考え

をいきなり英文で書かせるのではなく、「自分の意見」「理

由」「具体例」の順に段階的に考えさせながら記述させた。 

＜実践の様子＞ 

まず、生徒が日本語で自分の考えを整理し、その後、学習

した語彙や文法を活用しながら英文へと表現していった。ま

た、教科書本文や活動プリントを活用しながら、自分の考えを支える理由や具体例を付け加えさせた。 

このように段階的に思考を整理しながら記述することで、生徒が質問に正対した内容を書きやすくなると

ともに、自分の考えを根拠とともに表現できるようになると考えた。さらに、記述後に自分の文章を見直さ

せることで、意見は書けているか、理由は示されているか、具体例は入っているか、という観点から、自ら

文章を改善することにつながると考えた。 

活動を進める中で、生徒は「環境にやさしい服を選びたい」「フェアトレード商品を選びたい」「好きな

服を長く着たい」など、学習内容と関連付けながら自分の考えをまとめることができていた。 

 

【資料２ 実践の流れ】 

【資料３ 段階的ライティング】 
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実践２ 読み手（聞き手）に自分の意見を伝えてみよう 

【ねらい】  英語で書いた自分自身の意見が、読み手（聞き手）に伝わるように改善することができる。 

【手立て２】 共有タイムによる考えの深化 

段階的ライティングによって作成した文章を基に、生徒同士で

記述を読み合う共有タイムを設定した。共有タイムでは、日本語

で書いた意見をそのまま英語で書き、伝わりにくい文章にならな

いようにという教員からの注意事項も参考にしつつ、友達の文章

のよいところや参考になった表現を書き留めたり、自分にはなか

った視点を見付けたりする活動を行った。しかし、自分一人で文

章を書くだけでは、考え方が固定化したり、内容が十分に広がら

なかったりすることがある。そこで、他者の考えに触れる場を意図的に設定することで、多様な視点から Unit 

Questionを捉えられるようにした。また、共有後には再度文章を書く時間を設け、交流によって得た考えや

表現を取り入れながら、自分の文章を改善させた。 

これによって、生徒は自分の考えを見直したり、新たな視点を取

り入れたりすることができ、より具体的で説得力のある文章を書く

ことができると考えた。 

＜実践の様子＞ 

共有タイムが始まると、それぞれの生徒が積極的にペアに自分の

意見を伝え、聞き手は懸命にその内容をメモする様子が見られ、意

識して話し手の伝えようとしている内容をつかみ取ろうとするこ

とに集中する場面を作ることができた。その後、個々によってペア

の発表の内容理解の度合いに差はあるものの、意見が英語で伝わっ

たことを実感できるように、それぞれのできる範囲で話し手が伝えようとしていた内容を確認していた。生

徒は互いの記述を読みながら、「その理由は分かりやすい」「その考え方はなかった」「その表現を使って

みたい」などの交流を行っていた。さらに、共有後の文章を書き直す時間では、疑問に思うことなどを話し

合いながら、生徒は友達の意見や表現を取り入れ、より伝わりやすい英文を作ろうとする姿が見られた。 

(4) 成果（〇）と課題（●） 

【手立て１】段階的ライティングによる思考の整理 

○ 自分の意見、理由、具体例を段階的に整理しながら記述させたことで、多くの生徒がUnit Questionに 

対して、まとまりのある文章を英語で書くことができた。 

○ 回収したワークシートは、教員が目を通すことで、各生徒がどれくらいの英文を書くことができるかを 

確認しながら進めることができた。また、Unit Questionに向けてアドバイスやヒントを、より的確に伝え 

るための資料にもなった。 

○ 例文を載せることによって、英語を書くことが苦手な生徒も例文を参考に作文をすることができた。英 

作文が得意な生徒にとっても、より多くの文を書くきっかけを作ることができた。 

○ 日本語から考える段階を必ず通ることで、自分の意見を明確にできるだけでなく、不明瞭な英訳があっ 

たとしても、教員の注意事項を基に、話し手が何を言いたかったのか、どのように文を変えれば伝わるよ 

うになるかを、日本語に立ち返って確認することで生徒同士でアドバイスをし合える場面があった。 

● 日本語で意見を書いたが、英語でどう表すかが分からない場合、タブレットで調べたことをそのまま載 

せてしまう生徒は依然として一定数いた。 

【資料５ 共有タイムの様子】 

【資料４ 共有タイムの指導】 
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● 生徒のワークシートを見て理解度を確認することはできたが、返却をしてから同じワークシートで振り 

返りをする時間を確保することができず、アドバイスが有効活用できないことがあった。 

 

【手立て２】共有タイムによる考えの深化 

○ 活動前に伝わりやすい英語を導くための注意事項を予め伝えておくことで、アドバイスをする際に「難

しかった」「わかりやすかった」といった抽象的な感想に留まらず、伝わる英語にするための言い回しを積

極的に相談し合う姿が見られ、活動の趣旨を理解して取り組めていた。 

○ 一対一で自分の意見を伝え合い、ローテーションすることによって、発表する際の心理的不安を和らげ 

ることができた。 

○ ペアでの意見交換後、グループ内で話し合いながら原稿の修正をすることで、多方面からの意見を聞く 

ことができる時間が増えた。 

● ペアの意見を聞き取った内容をワークシートに書き留める時間が長く、話し手の伝えたいことを確認し 

終えるのに想定以上の時間を要した。 

● 英語運用能力に差のあるペアの場合、お互いに意見を出しにくいということがあった。 

● 口頭でアドバイスしあう生徒が一定数おり、意見の内容の聞き取りやアドバイスの仕方は、よりわかり 

やすく統一する必要があると感じた。 

 

【手立て１・２を通した生徒の成長】 ※生徒の記述は全て原文のまま 

＜事例１ 生徒Ａ＞  

 

手立て１、２を通して、自分の意見を英語で書くことに対して成長が見られる生徒が多くいた。例えば上

記の生徒Ａは、①Unit 1 Unit Questionでは、文章量が比較的少なく、文法には目立つ誤りが複数あり、内

容が伝わりづらいものになっていた。段階的ライティングを取り入れた直後の②Unit2 Unit Questionでは、

明らかに文章量が増えており、教科書の内容や自分の意見を取り入れることができている。また、共有タイ

ムを通して、内容に変化が見られる部分がある。例えば、教員と教科書やプリントを見ながら自分の意見と

事実との相違がないかを相談したり、生徒同士での話し合いや意見共有によって“I am buy polyester, 

【資料６ 生徒 Aのライティングの取り組み】 

【①Unit 1 Unit Question 生徒 Aの意見】 

【②Unit 2 Unit Question 生徒 Aの意見】 

【③Unit 2 Unit Question 共有タイム後の生徒 Aの意見】 
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because it is eco-friendly.”が“I will buy(choose) organic cotton because it is eco-friendly.”

などのように、文意の一貫性や文法の正確さが改善された。他の部分に関しても、誤りを正そうとしたり、

“I thought...”のように、自分の思いをより細かく表現しようとしたりする姿勢がみられた。 

 

＜事例２ 生徒Ｂ＞ 

 右記生徒Ｂは、共有タイムを有効活用

できた中の一人である。①Unit 2 Unit 

Questionに初めて取り組んだ時には、教

科書で学んだことを踏襲しているが、似

たような表現を繰り返し使用しており、

文章量に対して内容が比例していない

ことを初回提出時に教員から指摘した。 

また、共有タイムでは、班員に意見を

伝えることができたものの、「ずっと同

じ、環境について話していて、話題をも

っと身近に考えてみたほうがいいか

も！？」と意見をもらっている。これら

を受けて、今までに取り組んできたプリ

ントを見返すように教員がアドバイス

したところ、③段階的ライティングを見

返し、児童労働について書いていたこと

に気付いた。④共有タイム後の Unit 2 

Unit Questionの意見では、環境の話題

に加え、児童労働についての思いも追加

することができた。 

他の生徒からも、「みんなの意見を聞

いたり教え合ったりしたのがよかった」

「友達と意見交換することは Unit 

Questionの答えの改善に役立った」「周

りの子と意見を共有することで文章を

修正できた」という意見が見られた。 

以上のことから、共有タイムは生徒の

考えを広げたり深めたりすることに有

効な手立てであったと考える。 

一方で、共有後も大きな変容が見られ

ない生徒もいた。今後は、どの考えを取

り入れたのか、自分の考えがどのように

変化したのかを振り返る活動を取り入

れることで、交流の効果をより高めてい

きたい。 【資料７ 生徒 Bのライティングの取り組み】 

【④Unit 2 Unit Question 共有タイム後の生徒 Bの記述】 

【③段階的ライティングでの生徒 Bの記述】 

【②共有タイムでもらったアドバイス】 

【①Unit 2 Unit Question 生徒 Bの意見】 
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５ 実践のまとめ 

(1) 研究の成果 

本実践では、「段階的ライティングによる思考

の整理」と「共有タイムによる考えの深化」を手

立てとして、「相手に伝わる英語で自分の考えを

表現できる生徒の育成」を目指した。 

【手立て１】では、自分の意見、理由、具体例

を順に整理しながら記述させたことで、生徒は考

えを明確にしながら英文を書くことができた。ま

た、日本語で自分の考えを整理してから英語化す

る過程を取り入れたことで、自分が何を伝えたい

のかを意識して文章を作成する姿が見られた。  

【手立て２】では、共有タイムを通して他者の

考えや表現に触れることで、自分の記述を見直し

たり、新たな視点を取り入れたりする姿が見られ

た。実際に、生徒Ａは文法の正確さや内容の一貫

性が向上し、生徒Ｂは環境問題だけでなく児童労働問題にも視点を広げることができた。  

また、アンケートでは「Unit Question において、読み手に伝わる意見を書けた」と回答した生徒の割合

が、Unit1終了後の41.1％からUnit2終了後には66.3％へ向上した【資料８】。このことから、二つの手立

ては、生徒が相手に伝わる英語で自分の考えを表現する力の向上に有効であったと考える。 

(2) 今後の課題 

一方で、自分の考えを英語で表現する際に、語彙や表現の不足を感じる生徒も多く見られた。特に、自分

の伝えたい内容を既習事項だけで表現することに不安を感じ、辞書サイトやインターネット上の表現に頼っ

てしまう生徒が一定数存在した。中には、その表現を十分に理解しないまま使用した結果、自分の意図と異

なる内容になったり、読み手に伝わりにくい英文になったりする場合も見られた。 

また、共有タイムでは大きな変容が見られる生徒がいた一方で、共有した内容を自分の文章改善につなげ

ることができない生徒も見られた。そのため、共有後に「どの意見を取り入れたのか」「どのように文章を

改善したのか」を振り返る活動を取り入れることで、共有したことをどのように取り入れると、と自分の文

章の改善につながるのかということについて気付かせる必要があると考える。 

さらに、相手に伝わる英語を書くためには、難しい表現を使うことではなく、自分が理解し活用できる既

習の語彙や文法を使って表現することが重要である。今後は、既習事項を活用して自己表現する姿がより多

く見られるよう、聞き手に伝わる言い換えを練習できる活動や、相手に伝わるかという視点で推敲する活動

を充実させていきたい。 

(3) まとめ 

本実践を通して、生徒は自分の考えを整理しながら英語で表現するとともに、他者との交流を通して考え

を広げたり深めたりすることができた。共有タイム後には、理由や具体例の追加、新たな視点の獲得など、

多くの生徒に記述内容の充実が見られた。 

以上のことから、段階的ライティングによって思考を整理し、共有タイムによって考えを深めることは、

生徒が相手に伝わる英語で自分の考えを表現する力を育成する上で有効であったと考える。今後も、生徒が

既習事項を活用しながら、自信をもって自分の考えを発信できるよう、指導の工夫を継続していきたい。 

Unit Question において、読み手に伝わる意見を書けた 
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